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令和元年度 第２回宮城県図書館協議会 会議録 

 

１ 日 時 ：  令和元年１２月１１日（水）午前１０時００分から正午まで 

   場 所 ：  宮城県図書館 研修室 

 

２ 出席者 ：  佐 藤 義 則   会長 

                 柴 崎 悦 子  副会長 

         金 澤 寛 子  委員 

         佐 藤 初 美  委員 

         須 藤   尚  委員 

千 葉 えり子  委員 

                 中川西   剛  委員 

         宮 川   宏  委員 

 

３ 事務局等出席者の職氏名 

           

館 長                    蜂 谷   洋 

副館長                        日 野 和 典 

企画管理部長               浅 野 恒 志 

資料奉仕部長                 根 岸 一 成 

企画管理部副参事兼次長（総括担当）  牛 渡 丈 晴 

資料奉仕部副参事兼次長（総括担当）     増 田 正 明 

企画管理部企画協力班主幹（班長）      金 澤 大 輔 

企画管理部総務班次長（班長）       田 川 俊 之 

資料奉仕部資料情報班主幹（班長）      佐 藤 まどか 

資料奉仕部一般図書班主幹（班長）     昆   清 悦 

資料奉仕部児童・視聴覚班次長（班長）    後 藤 靖 彦 

  ・オブザーバー  

生涯学習課生涯学習振興主幹（班長）    佐 藤 真 裕 

 

４ 傍聴について 

牛渡次長から傍聴希望者がないことを確認 

 

５ 開会 

  牛渡次長が本日委員８人の出席により定足数を満たし，会議が成立した旨の報告をし， 

開会を宣言。 



2 

 

６ 会長挨拶 

  本日は年末のお忙しい中，第２回図書館協議会にお集まりいただきありがとうござい 

ます。早いもので第１回が７月だったと思うのですが，もうすでに１２月，年の暮れとい 

うことになりまして月の経つ速さとか，慌ただしさを感じるということであります。今日 

は議事のほうを見ていただければと思いますが，継続のものとして計画評価指標につい

て，それからネットワークシステムの更新についてとなります。貴重資料保存修復事業は，

前回一度見せていただいた，状況を拝見したところでありますが，これらについては御報 

告をいただきます。それから，先の台風１９号による県内図書館の被害状況ということで， 

１０月にございました丸森あるいは大郷を始めとしました県内各地で大きな被害が出た

ところで心を痛めることではございますが，これに関連しまして県内の図書館の状況 

について御報告いただく予定でございます。皆様には積極的な御発言をいただきますよ 

うよろしくお願いいたします。以上でございますが，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

７ 館長挨拶 

 おはようございます。本日は年の瀬も迫ったお忙しい中，委員の皆様には御出席いただ

きありがとうございます。ここ紫山も先週はちらほらと雪があったわけですが，昨日今日

と大変暖かく穏やかな日差しとなっております。さて，ただいま佐藤会長のほうからもあ

りましたが，台風１９号による県内市町村立図書館の被害状況について，今日の議事（４）

で報告させていただきます。詳しくはその際にお話ししたいと思います。当館は，建物自

体は大きな被害はございませんでしたが，利用者の皆様の帰り足の安全を考えて，通常は

午後７時閉館のところを，４時間繰り上げて午後３時の閉館としました。もちろん職員は

残ってそのまま勤務時間いっぱいまで作業はしましたが，利用者の方に対してはそのよ

うな対応をさせていただきました。あと，昨日の東北放送の朝のテレビの番組で，当館の

企画展のことが報道されました。図書館に同居している宮城県公文書館が所蔵しており

ます，明治から昭和の戦前まで県内にあった県立の気象観測所，これに関しての文書がい

ろいろとありまして，それについての展示を展示室で現在行っておりますので，ぜひお帰

りの際に御覧になっていただければと思います。最近，当館で開催したイベントでござい

ますが，１１月９日に第７回ビブリオバトルを開催させていただきました。今回は７人の

方が，それぞれ自分の推したい本を発表していただいとことになっております。観衆の皆

様による投票の結果，今年度のチャンプ本については，「２分間の冒険」という児童書が

選ばれております。１１月３０日には第３回「わたしのおすすめしたい本」ポップ作品コ

ンクールの表彰式を開催いたしました。コンクール自体は，本庁の生涯学習課の主催です

が，当館におきましては，表彰式と作品の展示を行なっております。本日も，１階東側入

口付近に展示しておりますので，お帰りの際御覧になっていただければと思います。 

本日の会議の議題の趣旨などにつきましては，先程，佐藤会長からお話がございました

ので，これらの議事につきまして，委員の皆様からの多くの御意見，御助言をいただきた
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いと思います。本日は，よろしくお願いします。 

 

８ 配付資料の確認及び日程説明（牛渡次長） 

 ＜説明関係資料＞ 

①宮城県図書館振興基本計画評価指標について・・・・・（以下，資料１） 

②図書館情報ネットワークシステムの更新について・・・・・・・・・・・（以下，資料２） 

③貴重資料保存修復事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下，資料３） 

④台風１９号による県内図書館の被害状況等について・・・・・・・・・（以下，資料４） 

＜配布関係資料＞ 

① ことばのうみ第６４号 

② 企画展「県立測候所物語」 

 

９ 議長選出 

  図書館協議会条例第６条第１項により，会長である佐藤会長（以下，議長）を選出 

 

10 会議録署名委員の指名 

  議長が千葉えり子委員を指名 

 

11 議事  

○ 議長 

それでは議事に入ります。「（１）宮城県図書館振興基本計画評価指標について」，事務

局から説明をお願いします。 

 

○ 浅野部長 

「（１）宮城県図書館振興基本計画評価指標」について説明いたします。（以下，資料１

により説明）。 

 

○ 議長 

  前回議論いただきました基本計画評価指標についてということで，前回御意見の出ま 

した３件について，検討の結果ということを御報告いただきました。この件につきまして， 

何か御意見がございましたらお願いします。 

 

○ 柴崎委員 

  意見というかお願いになるかと思いますが，初任者研修のところですけれども，今回３ 

年以内，３年に幅を広げた訳ですが，やはり初年度に受講してもらうのが最も良いことだ 

と思います。全く違う部署から図書館に来られて，仕事を始めるに当たっては，図書館の 
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ことを知ってもらって学ぶ機会というのはとても大事なことだと思うので，なるべく初 

年度に受講できるような働きかけというのをしていただきたいと思います。３年だと，３

年目にはもう異動して居なくなってしまうということもあり得るので，県内の図書館の

レベルの底上げを図るということに関して言えば研修というのはとても大事なことだと

思います。ぜひ，初任者の研修について，３年まで伸ばしましたけれども，初年度に受講

をできる限りしてもらうような工夫や，働きかけをお願いしたいと思います。 

 

○ 館長 

はい，分かりました。今，柴崎館長が仰ったことが最もだと思います。その一方では小

規模な図書館におきましては，なかなか１年目で出す余裕もないとのことですので，その

ような図書館に関しましては，２年目であっても３年目であってもということの趣旨で

ございますので，なるべく１年目に出ていただきたいというのは我々も一緒の考えでご

ざいます。この辺はスケジュールについても前もって早めにお知らせするとか工夫をし

ていきまして，１年目の職員の出席率の向上を目指していきたいと思います。 

 

○ 議長 

  そのほかいかがでしょうか。 

 

○ 中川西委員 

研修の件ですが，県図書館に集めて研修をやっているのでしょうか。 

 

○ 館長 

そうです。 

 

○ 中川西委員 

例えば，気仙沼地区とかは遠いのでなかなかという要因があれば，教育事務所単位でや

ってみるとか，講師の手当も必要ですけれども，そういうのもあるのかなと思います。 

 

○ 館長 

はい，分かりました。その辺も踏まえて，検討していきたいと思います。 

 

 

○ 議長 

よろしいでしょうか。そうしましたら，２点ほど御意見を頂戴しましたが，今回御提案

いただきました評価指標自体についての変更ということではなくて，実施に当たっての配

慮をいただくというところで，実施の際の案内でありますとか，あるいは会場であります
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とかそういったところでございます。その点につきましては，御検討いただくということ

にしまして，評価指標自体については，御了承いただいたということで進めたいと思いま

すがいかがでしょうか。 

よろしいですね。それでは御承認いただいたということで進めさせていただきます。な

お，今年度の評価から一部変更しましたこの指標で評価をいただくということでお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○ 議長 

続きまして，「（２）図書館情報ネットワークシステムの更新について」，事務局から説

明をお願いします。 

 

○ 浅野部長 

 「（２）図書館情報ネットワークシステムの更新」について説明いたします。 

（以下，資料２により説明）。 

 

○ 議長 

はい，ありがとうございます。なかなか盛りだくさんの内容で，多種に渡るような気が

しますが，いかがでしょうか。御質問あるいは御意見等がありましたらお願いいたします。 

 

○ 千葉委員 

この新システムの導入によって窓口対応が少なくなるかもしれないというようなこと

なのですが，職員さんが減らされるとかそういうこともありますか。 

 

○ 浅野部長 

そういうことはございません。あくまでも，現体制でいる職員の事務軽減を図って，そ

の図った分は他のサービスに回したいと考えております。 

 

○ 千葉委員 

他のサービスというと，例えばこちらの図書館では本の貸出以外に，こういう本ありま

すかとか，今例えば子どもが読みたい本が分からないとか，窓口でそういうことに対応す

る，細かな対応の仕方とかあるのでしょうか。 

 

○ 浅野部長 

各窓口のほうに，「こういう本ありますか。」とか「こういった資料ありますか。」とい

うのは，各窓口で受け付けて，調べまして「こういう本がありますよ。」とか「こういう

資料がありますよ。」というのは，やっております。 
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○ 千葉委員 

窓口対応が少なくなるかもしれないという話ですが，その点は従来と特に変わらない，

システム上のものが変わるだけで図書館本来の対応の仕方ですというのは特に変わりは

ないということなのですね。 

 

○ 浅野部長 

そうです。窓口で今まで受付しておりました，図書資料を借りたものの延長をしたいと

いう部分だけがちょっと少なくなるのかなと考えています。そこの部分だけ変わるとい

うことですので，それ以外につきましては，従前のままと何も変わりません。逆に，そこ

の少なくなった部分で，今言った「こういう資料ありますか。」「こういう本ありますか。」

とか「子どもに何の本を読ませたら一番いいですか。」といった御相談のほうに回せる時

間を少し増やせるかなというふうに考えております。 

 

○ 千葉委員 

分かりました。 

 

○ 議長 

そのほか，ございませんでしょうか。 

それでは，よろしいでしょうか。そうしましたら図書館情報ネットワークシステムの更

新について説明いただきましたが，御報告について承認ということで進めたいと思いま

す。ありがとうございます。 

 

○ 議長 

続きまして，「（３）貴重資料保存修復事業」について，事務局から説明をお願いします。 

 

○ 根岸部長 

それでは，「（３）貴重資料保存修復事業」について，説明させていただきます。 

（以下，資料３により説明）。 

 

○ 議長 

はい，ありがとうございます。皆様，いかがでしょうか。修復事業につきまして，何か

ございましたら御発言をいただければと思いますが。 

 

○ 千葉委員 

想定事業費１，５００万円程度，国と県の予算ということですが，割合というのはどの

様な感じになるのでしょうか。そして，これは満額を貰えるのですか。 
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○ 根岸部長 

想定でございますので，大まかなところで申し上げますと，国のほうの部分が約５００

万円程度，県の予算というところで約１，０００万円程度というところの合計で想定して

いるところでございます。 

 

○ 千葉委員 

  やはりお金が出るのは，国のほうが普通少ないのですか。 

 

○ 増田次長 

  国指定関係が３分の２，県指定関係が３分の１と御理解していただければと思います。 

 

○ 千葉委員 

  この割合というのは普通でしょうか。それとも，定められているのでしょうか。 

 

○ 増田次長 

あくまでも，令和２年度の計画につきまして，資料奉仕部長が説明したとおり１，５０

０万円程度かかります。そのうち，国の貴重資料に関しては，３分の２程度，県指定のほ

うにつきましては，３分の１程度と御理解していただければと思います。 

 

○ 千葉委員 

そうなんですね。すみません。このプリントの修復計画の中央にある国の重要文化財は，

令和１３年度，他は令和３１年度までの期間になっていますが，国のほうは令和１３年度

にかけてでよろしいのですね。 

 

○ 増田次長 

  仰るとおりでございます。 

 

○ 議長 

そのほかいかがでしょうか。 

 

○ 佐藤委員 

私も経費のことですが，かなり長期に渡る事業ということで，県から予算をいただくと

きに，継続した予算の付け方みたいな，枠組みはおありになるのですか。毎年毎年新しい

ものとして要求を行なうのか，ある程度ある年，例えば初年度にいくら付いたら翌年度に

も同じ金額が付くというようなのはいかがでしょうか。 
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○ 増田次長 

  基本的には単年度と御理解していただければと思います。 

 

○ 金澤委員 

予算もすごくかかると思いますが，１点につき期間はどれぐらいかかっているのです

か。 

 

○ 議長 

修復の期間のことですか。 

 

○ 金澤委員 

はい。 

 

○ 増田次長 

基本的に予算は単年度ですので，計画は単年度で済むように進めております。ただし，

資料の大きいものにつきましては，２か年で対応する資料もございます。来年度につきま

しては，基本的に単年度で修復を終えるということで予算要求等，事業を進められるよう

に準備しているところでございます。 

 

○ 中川西委員 

  修復が長丁場になっていますね。これは，予算的な面とか業者とか両方の要因でしょ 

うか。 

 

○ 浅野部長 

ざっくばらん申し上げますと，両方の要因がございます。まず，予算確保が厳しいとい

うことがございます。その一方で，予算をたくさん確保できたとしても，修復できるとこ

ろが限られていて，当県だけを対象にしているわけではなく，全国の貴重資料を対象にし

ております。そこに集まってくるということになりますので，いくら当館がたくさんやり

たいと言っても，そこのキャパシティーがないため，できるものは限られています。なる

べく早く進めたいと考えていますが，修理先のなかなか手が空かないというのもありま

して，遅々として進まないというのが現状でございます。 

 

○ 佐藤委員 

すみません。経費が毎年単年度ごとの要求ということで，おそらく毎年毎年どれくらい

付くか，あるいは付くか付かないかというところが，それまでにデジタル化をして公開に

よって得られた効果といいますか，そのあたりがうまくアピールできるかどうかという
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ところが非常に大きいと思います。例えばインターネット上で公開する，あるいは特別展

示を行なうというプランはおありかと思いますけれども，こちらについても例えば同時

並行的に計画を進めてらっしゃるんでしょうか。 

 

○ 館長 

計画というか，予算を出す国のほうも修復とその活用，これは車の両輪のように，そう

いった時代になっています。直したのであればそれを活用しなさいというのが国からあ

りますので，その辺につきましては，例えば，インターネット上で公開するとかあるいは，

どこかの展示室で公開をして県民の関心を集めるという方法を検討していきたいと思い

ます。 

 

○ 議長 

そのほかございませんでしょうか。すみません，私のほうから１点質問させていただき

たいのですが，令和２年度の事業計画の中で国絵図関係資料ということになっています。

主な予定修復資料に御本之
おんもとの

小絵図
こ え ず

と，それから２のほうでも仙台城下絵図というのが主

な修理予定となっていますが，全体で何点を予定されているかどうかお分かりかどうか

教えていただきたい。 

 

○ 佐藤主幹 

国絵図のほうに関しましては，６点を予定しておりました。県指定のものに関しまして

は，４点を予定しております。ただし，いずれも今のところ予定でございますので，微調

整が入ることもあります。その辺は御了承いただければと思います。 

 

○ 議長 

結局長丁場なので，優先順位を付けるというのがなかなか難しいだろうと思います。そ

れからデジタル画像の作成というのも技術的なものですし，カメラも１０年前，１５年前

と比べると格段に作成技術を含めて良くなっておりますので，そういった点を考えると

若干費用的にも安くなる可能性もありますが，希望的な観測を含めながらも，やはり１０

点なんですね。 

よろしいでしょうか。それでは「（３）貴重資料保存修復事業について」は，このよう

な内容で皆さんに御確認いただいたということで先に進ませていただきます。 

 

○ 議長 

続きまして，「（４）台風１９号による県内図書館の被害状況等」について，事務局から

説明をお願いします。 
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○ 浅野部長 

それでは，「（４）台風１９号による県内図書館の被害状況等」について，説明させてい

ただきます。（以下，資料４により説明）。 

 

○ 議長 

ただ今報告いただきました件につきまして，御質問あるいは御意見等がございましたら

お 

願いします。 

 

○ 柴崎委員 

すみません。少し質問ですが，県内のこの図書館の被害状況の把握はどのような手段で

されたのですか。電話か何かで問い合せて収集したのでしょうか。 

 

○ 浅野部長 

マイネットを使えるところはマイネットを使いまして，各図書館から報告を集約して

おります。ただし，マイネットを使えないところ，例えば岩沼市民図書館は，床上浸水被

害で電源が使えない状況がございましたので，そのようなところは電話で行い，その電話

も図書館へ直接ではなく，市役所の生涯学習関係のほうに問い合わせをいたしまして，状

況を確認いたしました。 

 

○ 柴崎委員 

ありがとうございます。岩沼市さんは名取市の隣なので，私も気になっていましたが，

全然状況がつかめなくて，電話をしても通じないし，情報が全然なかったので，調べるよ

りは直接行ったほうがいいかなと思って職員と出向いて実際に状況を見てきたりもしま

した。なかなか隣の市であっても全然情報がなくて困ったというか，心配していたところ

であったのですが，こういう一覧になったものというのはどの時点で発表していたので

すか。少し私も忘れてしまいましたが，マイネットかそれかホームページですか。 

 

○ 金澤主幹 

はい，ホームページに載せております。 

○ 館長 

情報収集をした都度，マイネットに入れているよね？ 

 

○ 金澤主幹 

はい。 
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○ 柴崎委員 

一般の方は，ホームページで見る機会というのはあるのですか。 

 

○ 金澤主幹 

ホームページでは，このような形では公開はしておりません。 

 

○ 副館長 

ツイッターのほうでは，この図書館は今，開いていませんよ，とかそのような情報は投

げています。 

 

○ 宮川委員 

すみません，よろしいですか。県図書館から角田と丸森のほうに職員を派遣されている

というのですが，これは基本的には，当該図書館からの要請に基づくものでしょうか。 

 

○ 館長 

はい，そうでございます。 

 

○ 宮川委員 

先程，柴崎委員が他の状況を分からないとのことでしたが，例えば，県の図書館のほう

では人手がなくて大変でしょうが，全体の被害状況を把握してその後，通常開館している

ところから，近隣の図書館の職員が支援にお手伝いに行くとか，そういったことをやるの

は，なかなか難しいのかどうかを教えていただきたいと思います。 

 

○ 館長 

結局，小規模な図書館が多いですし，職員自体が少ないですので，例えば，大きな名取

市図書館さんとかであれば格別ですが，なかなか他の市町村からというのは難しいかな

と思います。その点で，我々のほうから少ないですが，４人なり２人なりが行って，お手

伝いをして来たということであります。 

 

○ 副館長 

追加でございますが，各図書館同士でやり取りをしてしまいますと，どうしても錯綜し

てかえって向こうのほうが困ってしまうということがあります。このようなケースの場

合には，当図書館で取りまとめ的にこのようにまとめて，被災した図書館に対してどのよ

うなお手伝いが必要ですか，ということをお聞きしますので，それに見合ったものという

ことで，今回は我々が出て行ったということであります。それで，もしかして，もっと人

手が足りないという話がきたときには，ひょっとしたら近隣の図書館にお願いすること
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もあるかなと考えております。 

 

○ 須藤委員 

お伺いしたいのですが，今回このような被害状況の中で，このような支援を行なわれた

ということで，一般的な状況の中での実際の取り決めというのはどのような形でなされ

ているのか，もし，おありであればお聞かせ願いたいです。 

 

○ 館長 

特段，協定とか文書的なものの取り交わしはないかと思います。何かあればその都度， 

副館長が言ったように情報収集をしながらの対応になると思います。いずれにしても，県 

図書館としての大事な使命の一つとして，市町村図書館の支援というのは大変大事だ 

というのは，我々認識しておりますので，その一環としての今回の活動です。これに 

限らず，日常の業務についても，市町村支援というのは常々，怠りなく行っていきたいと 

思いますので，よろしくお願いします。 

 

○ 議長 

そのほかいかがでしょうか。丸森の図書館については現在進行中といいますか，今後県

図書館からも応援派遣をいただくことになっているところでございますので，ぜひよろ

しくお願いできればと思います。 

以上で予定しておりました議事は終了いたします。この場で委員の皆様から何かござ

いませんでしょうか。ございましたら御発言いただければと思います。 

 

○ 須藤委員 

すみません。なかなかこういう場がないのでここでお話しさせていただきたいと思い

ます。先月，この県図書館で宮城県公共図書館等職員研修会というものが開かれたかと思

うのですが，その中で松山高校の学校司書をしている方が情報提供・話題提供のようなも

のをさせていただき，その中でも話題として出たところですが，いわゆる今回の最初の議

題の評価指標のところにも，学校図書館との連携支援というのが３番目にうたわれてい

たわけですが，かつて，宮城県図書館から学校図書館に対して，資料の貸出のようなもの

を行なっていたことがあるのが，今はなされていない状況であるとのことでした。学校と

しては貴重な県の資料をというものをできるだけいい形で活用させていただきたいとい

う思いが，それぞれの県立高校の中にあって，そのようなことの可能性をぜひ検討してい

ただきたいということが，県内の高校の司書の方々から多数声が上がっているというと

ころでした。その中の話で，富谷市の方からは，市町村にはそういうやりとりがあって，

学校でそういうものを借りたいときには，市町村をとおして借りるという形が現在の形

ですが，県と県というような形で可能性はないのかという話を聞きました。いろいろと予
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算をつけてという話になるかとは思いますが，県立の高校の学校図書館として，できれば

そのようなことを可能にしていただきたいという要望があるということをお話させてい

ただきました。 

 

○ 浅野部長 

今御意見がありましたが，学校図書館の支援につきましては，現在の振興基本計画でも

何かできないかと考えてございまして，具体的にどのようなことができるかは現在検討

している段階でございます。各県立の高校さんのほうに，当館からお話にあった資料の貸

出とかそういうようなものをまとめて，できないものかということで，今検討していると

ころでございます。その検討に当たりまして，各学校さんのほうに司書教諭さんなり図書

館にお勤めの方がおりますので，その方とも御意見を交換しながら，何がいいのかという

のを検討しているところでございます。予算もございまして，すぐ，予算がつけば問題な

いのですが，予算がつかないこともあろうかと思いますので，その辺も含めまして，既存

の予算を使いながら何かできないかと考えているところでございます。 

 

○ 副館長 

追加ですが，今，我々が困っているのが，配送費が毎年毎年上がっていて，ものすごい

お金になるんですね。「パッと送る」と言っても，予算がすぐなくなることもありますの

で，その辺も踏まえながら，どうしたらできるのかを今考えているところです。 

 

○ 佐藤委員 

すみません。今の話ですが，大学図書館の立場からしても，高校の学校図書館への支援

というのは，様々な意味で，ぜひお願いしたいと思います。地域によっては，いわゆる「リ

アル書店」と言いますか，多くの本に接する機会というのが，学校図書館が一番身近な場

合であるかと思いますので，情報だけではなくて，多くの優れた書籍に触れる機会をぜひ

御支援いただければと思います。経費については，よく分かります。私も同じような状態

です。 

 

○ 議長 

そうしますと県立ということだけではなくて，公立と私立を排除するわけにはいかな

いでしょうから，全体の計画というのを御検討いただくということになろうかと思いま

す。重要なことかと思われますので，よろしくお願いします。 

 

○ 議長 

以上で，よろしいでしょうか。それでは，以上で予定されていた議事は終了しますが，

この場で委員の皆様から何かございますか。よろしいでしょうか。 
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事務局，いかがでしょうか。ないですか。 

それでは，以上を持ちまして，議事を終了させていただきます。円滑な議事進行に御協

力いただきまして，ありがとうございました。 

以降の進行につきましては，事務局にお返しいたします。 

 

（議事終了） 

 

12 その他確認事項 

○ 牛渡次長 

  佐藤会長，議事進行ありがとうございました。 

  以上をもちまして，令和元年度第２回宮城県図書館協議会を終了いたします。 

 

13 閉会 

 


